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1988年出版 の ク リス タル の 『英 語 』 (T7Jι Z/T=力∫力Lαη
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『地球語としての英語』と デイヴイッド・グラッドル (David Gl・錮dol)の『英語の未来』(T/Tθ′′―
r′ιげどηダ
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鳥取大学教育地域科学部紀要 教育・人文科学 第 1巻 第 1号 (1999)
世界における英語使用人口の実態と今後の予測
最初に,現在の世界における英語使用人口について概観してみる。アメリカの言語学者ブラジ・
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図・表2イングコ。モデルに基づく主要言語における第一言語使用者の人口推定値




















































































































































































































































































































(1)多くの場合,「国際語としての英語」(English as all htcmttiond Languagc),「世界語としての英語」











R,McCmm et.Л,助¢肋っげβη8′Jシ:Penguin BOOks,1986。以下 本書からの引用は邦訳『英語物語』
(岩崎春雄他訳,文芸春秋社,1986)による。
クリスタルの「政治的な問題について一方的に肩入れしたり,英語について書くものが不幸にも陥り





鳥取大学教育地域科学部紀要 教育 。人文科学 第 1巻 第 1号 (1999)
(5)Z/P=力∫力α∫αG′οうαr Lαη
=′











































最も人気のあったのはBBC制作の Fο′οψ ν? というシリーズで視聴者は5000万人を越え,出演
者のキャシー・フラワーは一躍有名人となった。キャシー・フラワーは当節の中国における英語
熱を次のように描いている一「店へはいると,60代のお年寄りが二人,前の晩に聞いたばかりの
Fο′οψ νθのせりふを実地に練習しているんです」。英語熱は人々に多大な犠牲を強いることとも
なっている。月収36元の若者が,その3分の1を英語の授業や辞書,カセット,小説などにあて
ているのである (p.58)。
この時から,すでに15年以上が経過した今日,この傾向はさらに進行しているものと推測される。
しかし,香港では北京官話 (標準中国語)を優先する空気が生まれ,英語学習熱にかげりが見えて
きたという報告もある (グラッドル,p120)。
(17) 「言語の流動を予測するひとつの方法は,海外旅行の目的地と出発地を予想し検討することである。
2010年には世界の主要地域を飛行機で移動する人々の数を試算すると,アジアで大きな変化が生ま
れ,2010年までには世界の航空輸送の半数以上をアジアが占めることになる。(中略)これらの状況
が言語に及ぼす影響を予測するのは容易ではないが,北東アジアと東南アジア間の旅客機が他の区
域に勝つて (この区域での移動が,特にビジネス活動に関係することから),地域の共通言語として
北京官話 (探準中国語)が勢力を伸ばすであろう」(グラッドル,p.102)
(18) 『英語の未来』p.140
(19)同書,pp■41-42
(20)そも も,本書『英語の未来』もブリテイッシュ・カウンシルの委託を受けて,英語教育や英語学
習の新興にたずさわる機関が将来の方向付けを行う際の情報源として書かれたものである。最終章
においては,イギリスの世界的な「ブランド・イメージ」促進に向けて,イギリス人がこれまで世
界の英語教育に果たしてきた役割の再検討が行われている。
(1999年6月10日受理)
